
臨皮 71 巻 6 号 2017 年 5 月450

ウェアラブル機器とは体に装着可能なアイテムに組
み込まれた電子機器で，内部に小型デバイスが搭載さ
れており，データ収集や行動追跡をリアルタイムで記
録できるツールである．医療機関内で収集される情報
は，患者の生活中の限られた断片的なものであり，ウ
ェアラブル機器を用いることで個人の活動を継続的か
つ詳細に計測し，日常生活のなかの多種多様な情報を
効率よく収集することができる．しかし，これまでの
ウェアラブル機器は個人の身体活動および心拍数など
バイタルサインを追跡することしかできず，ユーザー
の健康状態を分子レベルで解析することはできなかっ
た．
本研究で著者らは，汗の分析に注目した．汗に含ま
れるNa や K，乳酸塩，グルコースなどを分子レベル
で解析することにより，個体の生理状態を詳細に記録
できると考えた．汗の分泌に関する多変量パラメータ
を統合し，汗から得られる複雑な情報を抽出するため
に，著者らは多重感知システム fully integrated wear-
able sensor arrays(FISA)を開発した．FISA はウェ
アラブルイオンセンサーにより電気信号を生成，それ
を増幅・フェルタリングし，処理，無線伝送を独立し
た回路で行う．多項目の情報を測定する間も個々の動

作を維持できるため，大規模かつリアルタイムに生理
学的・臨床的研究を進めることができるツールであ
る．この機器を使用することで，汗分泌物の解析や皮
膚体温の測定により，運動による生理学的動態変化を
精密に記録できることがわかった．
このようにウェラブル機器によって収集されるビッ

グデータは，個人，社会の健康状態および臨床ニーズ
を理解するための予測アルゴリズム生成に利用できる
と考えられている．一方で，プライバシーへの配慮
や，バッテリー持続時間の短さなどの機能の不安定
さ，膨大な量の情報を処理するシステムが整っていな
いなど解決すべき課題も多い．今後も機器の改良・開
発が進み，取得されるビッグデータを解析するシステ
ムが向上することで，医療分野においてウェアラブル
機器の活用範囲が広がっていくことが望まれる．
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ウェアラブル機器，医療分野における活用を目指して
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